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家兎の子宮頸管経由による受精卵の移植に関する研究　

II　人工妊娠の成功例
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                                    Abstract

     The fertilizecl ova were recovered frQm the rabbit donors by the intervals of one day, 2 days,

  3･ days, 4 days and 5 days after normal mating. The recipients were synchronized in the clonors

  by the intervals of one clay, 2 days, 3 days, 4 days and 5 days after the injection of HCG, The

  results were as follows :

     1, The fertilized ova of donor rabbits were recovered in the faliopian tubes'within 71 hours

  after mating, ancl it were transported in the uteri more than 76 hours after mating, and

  fertilized ova from 71 hours to 76 hours after mating were recovered in both the fallopiari tubes

  and the uteri.

     2. The average number ef ovulation points of donor rabbits was 9,6±1･8, ancl the average

  number of recovered ova was 7-7±2,4, and the percentage of recovered ova was 80,7%･

. 3, One hundred and two fertilizecl ova were transferred in the synchronous recipients, either

  into the fallopian tubes by insertion through fimbriae or into the uteri by injection through uterine

  walls without insertion through cervices. Nine of the sixteen recipients were produced twenty

  seyen, nerpaal youngs･

     4. 0ne hundred and fourteen fertilized ova were transferred into the uteri of synchronous

  recipients by insertion through cervices. Three of the fifteen recipients were produced eleven

     5. In percentage of transferred ova to youngs on the intervals of one day, 2 days, 3 days, 4

  days and 5 days after the, ovulatory treatment, the average of recipients was 7, 1%, 11･8%, 16･7%,

  10･5% ancl 41･9%, respectively, and the recipients of transfer ova without insertion through
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cervix　was　15．8％，23．0％，30，0％，22，2％and　42．1％，　respectively、　and　the　recipients　of　transfer

ova　through　cervices　was　O％，0％，4．5％，0％and　41．7％，　respectively；

　　6．　The　transfer　of　ova　5　days　after　the　ovulatory　treatment　increased　remarkably　in　number

of　young・

　　Above　results　discussed　that，　for　the　transfer　of　fertilized　ova　through　the　uterlne　cervix　in

the　rabbit，　the　best　result　can　be　got　5　days　after　the　ovulatory　treatment．

　　　　　　　　1　緒　　言　　　　　　　　　　　　は2．5～4．251egであった。このうち，9頭は初回の採

　著者は前報1）において，交尾あるいはHCG注射に　　　卵のための交尾から16日以後に再び交尾を行なわせ再

よって排卵を誘起させた家兎に，子宮頸管経由あるい　　　度採卵した。即ち採卵は総計73例であった。これらの

は子宮壁から鷹接子宮に32P標識人主卵を注入して，　　　家兎は過剰排卵などの処置を行なわず・排卵処置は雌

家兎における子宮頸管経由による受精卵移植の検討を　　　に同種の雄を交配した自然交尾のみによった。

行なった。その結果，交尾後48時間に子宮頸管経由で　　　　受精卵の採取は生殖罷道を生体潅流する方法によっ

リソゲル液を子宮に注入すれば，蠕動運動は急激に増　　　た。まず家兎を保定しネンブタール（Abott製）で

加し，その後12時間前後で注入前の状態に復した。　　　麻酔後・正中線の恥骨結合の約3横指頭側を7～8crn

また・交尾後48醐にリンゲ・腋1・浮遊させ＃32P標　切開し，燗・よ輌偵11卵巣の排騰瀦認した・卵

識人工卵を子宮頸管経由で注入すれば，注入後数時間　　　管からの採卵はChang2）の方法を用い，子宮上端から

で多数の人工卵を子宮外に排出した。更にHCG注射’@　卵管釆に向って1～2　meの潅流液で潅流する上向性潅

後2～5日に同様な人工卵を子宮壁をとおして直接子　　　流法によった。子宮からの採卵は子宮上端から子宮頸

宮に注入すれば，人工卵の子宮への残存は，HCG注　　　に向って潅流する下向性潅流法により約10meの潅流液

射後2，3日’は少なく，4日では多く，5日が最も多　　　を潅流した。それぞれ尖底試験管に左右別々に回収し

かった。HCG注射後2～5日に同様な人工卵を子宮　　た・次いで・潅流液を鏡検して受精卵の数，分割状

頸管経由で注入すれば，人工卵の子富への残存は子宮　　　態を算定した後・Recipientに移植するまで38°Cの

壁をとおして漉接子宮に注入した場合とほぼ同様な傾　　　CO2細胞培養器内に保存した。なお，採卵後腹騰

向にあったが，砲接子宮に注入しt6方が子宮頸管を経　　　腹筋および皮膚を別々に縫合し創傷にペニシリγを塗

由して注入した方より人工卵の子宮への残存は多かっ　　　布しておいた。潅流液は家兎血清とリンゲル液の等量

た。したがって，家兎における子宮頸管経由の受精卵　　　混合液に1，000単位／meのペニシリンを加えたものを使

移植は排卵処概後4～5日とくに5日以後に行なうの　　　用した。家兎血清はザイツ濾過器で濾過滅菌したもの

が適当なことを推定した。　　　　　　　　　　　　　　を用いた。これらの方法によって受精卵の分割速度，

　本実験はこの推定を確かめるために実施した。実験　　　子宮への輸送速度および採卵率をしらべた。

は，家兎のDonorの交尾後1～5日に受精卵を採取　　　　　　B　受精卵の移植

し，試験区としてRecipientの排卵処置後1～5日　　　　Recipientは日本白色種17頭および着色種（Chin一

に，Denorと排卵を同期化したRecipientに受精卵　　　chilla種）14頭，計31頭（18頭は経産，13頭は未経産）

を子宮頸管経由で子宮に移植し，さらに，対照区は同　　　の雌家兎で，その月令は7～32ケ凡体重は2・5～4・4

様なRecipientに受精卵を卵管あるいは子宮に直接移　　　》のものを使用した・

植した。その結果人工妊娠の成功例を得たので，その　　　　Recipientの家兎はすべて交尾を行なわせず・原則

概要と，あわせてDonorからの採卵の成績も報告す　　　として，　Donorの交尾前約30分にHCGの50～751U

る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　を静脈注射することによって排卵3）させ，Donorの交

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　尾による排卵と同期化して使用した。また，Donorと

　　　　　皿　実験材料および実験方法　　　　　　　　　Recipientは原則として白色種と有色種を相互に用

　　　A　受精卵の採取　　　　　　　　　　　　　　　い，産子の毛色により移植した卵子が正確に識別でぎ

　Donorとして用いた雌象兎は同本白色種31頭，着　　　るよう配慮した。　Recipientへの受精卵の移植部位は

色種（Chinchilla種）33頭，計64頭（うち，30頭は経　　　対照区ではDonorの採卵部位が卵管のものには卵管

産，34頭は未経産）で，その月令は8～27ケ月，体重　　　釆から卵管に，1採卵部位が子宮のものでは直接子宮壁
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から子宮に移植した。試験区である子宮頸管経由によ　　　間では卵管および子宮から，82時間以後は子宮からと

る移植は採卵部位に関係なく，すべて子宮頸管経由で　　　した。交尾後70～82時間において採取ざれた受精卵は

導管を挿入して子宮に行なった。　　　　　　　　　　　図1のこどく，約30％（受精卵数25）が卵管から，約

　受精卵の移植の操作は，Recipientの排卵処置後1　　　70％（受精卵数60）が子宮から採取ざれた。すなわ

～5日の間にネンブタールで麻酔し，腹部の正中線に　　　ち，交尾後7⑨～82時蘭に採卵したDonorは計11頭で，

切開を加え，排卵を確かめた後，あらかじめDonor　　そのうち交尾後71．5時間以前に採卵したものは全て卵

から採取し分割程度の観察された受精卵を0・1～O．　2me　　　管内から受精卵が採取された。交尾後72．　4時間（家兎

の潅流液とともに卵管および子宮に注入移植した。対　　　番号268），74．0時間（家兎番号319），74・・8時間（象

照区の卵管への移植はガラスピペット（内径1nvn）を9　　兎番号263）および75．4時間（家兎番号424）では子

用いて卵管に移植レ，子宮への移植は小さい受精卵の　　　宮への受精卵の移行がみられ，卵管と子宮から卵が採

場合，輸血針を装着した注射器で，大きな場合はガラ　　　取された。交尾後76．3時聞（家兎番号287）以後に採

スピペット（内径3nvn）で直接子宮壁をとおして子宮　　　卵したD。norの受精卵はすべて子宮から採取された。

上部へ移植した。試験区の子宮頸管経由で移植する場　　　したがって，受精卵が卵管から子宮へ輸送される時間

合は，開腹して腱前庭に近く膣に約5manの小切開を加　　　は交尾後71～76時間の範囲内と推定される。

え，この切開口より子宮頸管を経由して子宮に移植し　　　　受精卵が子宮へ輸送される時間についてBoyd4）は

た。排卵処置後1～3日では前報1）によるポリエチレ　　　交尾後70時間，武石ら5）は交尾後75時間，石島ら5）は

ソ管を，4，5日ではガラスチュ・一一ブ（内径3nvn）を　　　72～84時間であるとし，またHarperら7）はLHを注

挿入し，受精卵を移植した。終了後は注射器，ピペッ　　　射して排卵させた家兎の卵管に放射性同位元素で標識

トなどに残存する受精卵の有無を鏡検して移植卵数を　　　した樹脂球を人工卵として送入し，この樹脂球が排卵

決定した。なお，対照区と試験区をそれぞれ排卵処置　　　後56～64時間で子宮に入ったとしている，中村らS）も

後の日数に分けて，移植した受精卵の妊娠，分娩状　　　このHarperらとほぼ同様な実験を行ない，．排卵処置

況，受精卵移植の操作の時間的関係などについて検討　　　後10～11時間に人工卵を卵管に送入し，送入後56時間

した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　には子宮内に人工卵が入ったと報告した。本実験の結

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　果は，これらの多くの報告の結果とほぼ一致してい

　　　　　皿琴験成績および考察　　　　　る。人工卵を用いたHarpe，，　・lq村らの報告に排卵処

　　　A　受精卵の採取　　　　　　　　　　　　　　　置から排卵までの推定時間3）を加えても受精卵の子宮

　本実験においてDonorの生殖器から受精卵を採取　　　への輸送時聞は本実験よりやや早いが，これは排卵処

した部位は，交尾後70時間までは卵管から，70～82時　　　1置が交尾排卵でないこと9），人工卵が樹脂球であって
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Fig，1．　Recovery　of　fertilized　ova　in　the　donor　rabbits．

　between　70～82　hrs。　after　mating．
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受精卵に比べ・C’比重，硬度などの物理的性状を異にす　　　血卵胞を確認し，排卵数の決定を確実にした。　　1’．

るとどによるものと考えられる。’　　「1　　　　・　　　採卵は総計73例で，交尾から採卵までの時間は14時

　採卵した受精卵の分割程度は本実験においては　　　間から124時間までであった。合計の排卵数は698，』

Mono　cellの最終発見は交尾後26時間rCあ｛），2cell　　採卵数は563，採卵率80．7％であり，個体別の平均排

の最初の発見は交尾後21時間，最終の発見は交尾後28　　　卵数は9、　6士1，　81，採卵数は7．7±2，　42，採卵率は81．5

時間であった。・したがっ、て，交尾後21時間から26時間　　　士23．98％であった。また，．これらを，1，蛮尾後Q時

までは多くの個係で’M。ne　cel1・、と、21・ic611が混在し　　　間別，2．受精卵の分割段階別，3、床経産と経産，、4・

た。ま1た，「交尾後28時間から30時閲までは4aell，29　　　初回採卵と再度採卵のそれぞれに区分した採卵率の結

時間から5Q時間警寮は8ce！1，47時間から62時間まで　　　果についてしらべたが，これらの間には有意な薙が認

は層16℃elL　I：58時闇から96時間までは，Morulaがみら　　　められなかった（t検定）。　　、　　　・・tA　　l

れた♂、また76時間か・ら層124時間まではBlastocysむが　　　　採卵率についての既往の報告では，屠殺後潅流する

みt’ら・れ漣議つまり卵管から子宮へ卵が輸送される交　　　方法でShahlo）は72・5％と74・4％，　Changii）OM75～100

尾後7ft　一，　76wa間の時期はすべ質MOrulaであって，96　　　％，属島ら6）は75～100％であったことを報告してい

時間以後は退行卵子とみられる一部を除いてほとんど　　　るが，本実験の結果も80．7％であり，1生体内潅流によ

Blastσcy＄tであった。そして，卵分割の速度は交尾　　　る本実験の採卵方法は，上記の屠殺後潅流する方法に

後の特間．1どぐに76時閥以後個体的に大ぎな差がある　　　匹敵するものと考えられる。　　　　　tt　　，

ものと認められた。、これらの結果は武石噺石勘G）ち　　　　　．・B．受精卵の移植　　　　∴1、

㊨報告と億ぼ垣致した。　1・．☆、　・一　1’　t・，　，　i、、　　R・qipiεntに受精卵を移植しtg結果を対照（表1）tl

　この実験においてDo叩r・からの採卵率嫁排卵数に　　　試験’（裏2）の両区に分けて表示した6受精卵の採卵

対する採卵数の割合で表わした。排卵数は排卵出匠曜エ　　都位である卵管あるいは子宮に移構した対照区の産子

のあ瑠卵胞数とし，再く確実な個体では屠殺剖検して出　　　数は子宮頸管経由移植である試験区より全般的に多か

　・一匿i輪：］・．．　1　．！、引1・　’，量i・1「t　．、t　　　感　li’　’　．一　，1　　　　　・　　　　　　　　』」、・　i　’　　∵’1

，ド・ ?@　Table・1；」L．　Transfer　of　ferti玉iオed　ova　without　insertion　through　cervix

・・y錘・．／’tt　1－・’　．　”1・，／　’　’　．，’N。．6，　N・1・・N・．・f　I＿，　P・・cen…y・u・9

幅職聴゜f騨α緬・㎝1，1蜥1紺　dN°・°fy°自喀’旛nsfe「led

1’sI’1・・児・11　　　　fali6pian　tub白ド　　　’　　3　　　　　　　1　　　　！　　　i9　　　　　　　　　　3　　　　　　　　　　15．81’

　♂・　』21’／：1昏Y，t，・・f訥lopian’tUbe・　　　　　　3　1・　　　　2　　　　t　s’　26　　　　　　’：』6：　　’「　　1・　　23．1

　　　3f．　tube　or　uteri　42206　30．0　　　4　　uteri・1：、㍉　　、13　．　2　　　18’　，　　4　　　　22．2

　　　5　 uteri　　　　　3　i　2　　　19　　　8　　　 42．1

　　Tota1　　　　　　　　　　　　　　　16　　　　　9　　　　　　102　　　　　　　27　　　　　　　　26．5

Table　2　　　　　　　　Trans　fer　of　fert轄zed　ova　through　cervix

Days　after　　Part　of　　No．　of　　　No・of’　　No・of　　　　　　　　　　　　－　Percent　of　young

盤瓢・・an・・er　rec・p・…t酷謙縦e「「ed　N°・°fy°ung灘nsfe「「ed

1　　　　　　　　uteri　　　　　　　．3　　　　　　　　　0　　　　　　　　　　23　　　’　　　　　　　　0　　　　　　　　　　　　　　0

3　　・teri・幽，13、　　1　・〆　22、　　　、1　　　　4．5

5Ltteri　3』2　24　iO　41，7
Total　　　　　　　　　　　　15　　　　　3　　　　　　114　　　　　　　11　　　　　　　　　9，7
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家兎の子宮頸管経由による受精卵の移植に関する研究　（1）

った。排卵処置後の日数は排卵処置から24時間前後を　　　　またDonorの交尾から移植までOl時間ど「Recipient

1日とし，以後24時間毎に1日を加えた。日数と産子　　　のHCQ，庄射から移植までの時間ζの差犠絶対値で3

数との関係は対照区（表1）においては処置後5日が　　　分から2時間43分であったが，分娩したものでは3分

最も多く，次いで，2日，3日，4日，1日の順に少’　から35分（平均20分）であり，分娩しないものでは4

なくなり，試験区（表2）では5日が最も多く，1～　　　分から2時間43分（平均33分）で，分娩したものの方

4日ではほとんど分娩していない。したがって，試験　　　が短かかった。

区は対照区に比べて非常に少ない産子数であった。　　　　　またRecipientの移植時の手術時間は7分から45分

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　であって分娩したものの平均は23分，分娩しないもの

Fi盾ヰW謡鴛ty雛le　white　d°e　with　移植・，その移植卵数函す・産子獅はi・％・29

　　（Recipient　doe　no．462）　　　　　　　’　　　　時間では30％であったとし，さらに別の実験でも交尾

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　後1日から5日を除く6日までの移植実験の結果最

受精卵移植の成績を個体別に示すと表3のとおりで　　　初の1日では54％　2日，3日，4日および6日では

ある。本実験のRecipientにおいてHCGの注射か　　　それぞれ22％，31％，43％および42％であったとした。

ら移植までの時間は22時間10分から，123時間45分ま　　　本実験の対照区では1日，4日が低いがほぼ同様な

での範囲であって，このうち分娩した個体（表中＋印　　　数値を示し，またShahlo）は6日令の卵をRecipient

のもの）は22時問10分から123時間16分であり，分娩　　　に頸管経由で子宮に移植して産子数の率が35・7％から

しなかった個体（表中一印のもの）は22時間21分から　　　37．5％であったと報告し，本実験の試験区の5日とほ

123時間45分であった。　　　　　　　　　　　　　　　ぽ同様な率であった。本実験における試験区である子

Donorから採卵された受精卵がRecipientに移植　　　宮頸管経由にょる受精卵移植は，排卵処置後1～4日

されるまでの時間は59分から2時間24分であった。こ　　　ではほとんど分娩せず，5日が高く対照区とほぼ同率

のうち，妊娠分娩した例（＋印）は1時間13分から2　　　の産子数が得られた。排卵処置後1～3日の移植は移

時間9分で，平均1時間32分であり，分娩しない例　　　植部位が採卵部位と異なることによる受精卵の発育阻

（一印）の平均1時間40分より短かかった。　　　　　　　害とともに，子宮頸管経由による刺戟によって子宮の

は平均21分で，分娩例と不妊例とに差はなかった。

　Hafez12）によれば，　DonorとRecipientの状態を同

期化した実験で捌卵処置後1～2日に卵管に移植した

家兎の交尾後9日の開腹によってしらべた着床率は

47～89％であり，交尾後29日に屠殺した結果，胎児の

残存率は38～79％であったという。またMorulaを子

宮に移植したものでは交尾後9Hの開腹調査による着

床率は54～60％，交尾後15日の屠殺調査による胎児の

残存率は57～83％であったとしている。

　本実験においては，対照区で移植受精卵数に対する

産子数の率は15．8～42．1％と低かった。但し意図的に

移植家兎の分娩を期待したため分娩前に開腹して観察

したものは4頭（家兎番号315の排9F処置後14日，462

の処置後21日，255，261の処置後11日）であった。こ

のうち家兎番号462の個体は排罪処置後21日目の開腹

検査において，子宮壁をとおして胎児が健全とみられ

るもの3個，不健全と考えられるもの3個，計6個が

着床したものと観察されたが，分娩された子兎は1頭

にすぎなかった。このように着床数すなわち分娩子数

とならないことから直接Hafezの結果とを比較検討

することは困難である。Chang13）14）は交尾後26時間に
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　セTable　3．　　　　　　　　　　Results　of　ova　trahsfer　in　rabbits

Recipient　　Hrs，　from　HCG　　Hrs．　from　　　Hrs・from　ova　　　Method　of　ova　　Results　of
rabbit　　　　injection　tQ　ova　　mating　to　　　recovery　to　ova　　transfer　　　　　　delivとred
no．　　　　　　　　transfer　　　　　　　　　ova　transfer　　　transfer

　　　　　　　　　　hr．　min．　　　　　hr　／・’mln　　　　　hr　min，
237　　　　　　　　　　22．10　，　．　　　　　21。β5　　　　　　　　　　1．33　　　　　　　　f，tube　　　　　　　　　　　　　　十

232　　　　　　　　　　　22．21　　　　　　　　　　22．34　　　　　　　　　　　1．18　　　　　　　　through　cervix　　　　　　　　－

273　　　　　　　　　　23，23　　　　　　’　　22．56　　　　　　　　　　1．23　　　　　　　through　cervix　　　　　　　－

258　　　　　　　　　　23．24　　　　　　　　　23．　4　　　　　　　　　　1．34　　　　　　　　f，tube　　　　　　　　　　　　　　－

266　　　　　　　　　　24，　3　　　　　　　　　23，30　　　　　　　　　　1，41　　　　　　　　through　cervix　　　　　　　－・・－

364　　　　　　　　　　　25，53　　　　　　　　　　27，　2　　　　　　　　　　　1．26　　　　　　　　　f，tube　　　　　　　　　　　　　　　一

315　　　　　　　　　　43，34　　　　　　　　　．43．52　　　　　　　　　　1．20　　　　　　　　f．tube　　　　　　．　　　　　　　H－

261　　　　　　　　　　　47．　1　　　　　　　　　　46．57　　　　　　　　　　　　59　　　　　　　　f，tube　　　　　　　　　　　　　　－

274　　　　　　　　　　47．11　　　　　　　　　47，32　　　　　　　　　　1．38　　　　　　　through　cervix　　　　　　　－

313　　　　　　　　　　47．51　　　　　　　　　48，　3　　　　　　　　　　1，13　　　　　　　f，tube　　　　　　　　　　　　　一ト

332　　　　　　　　　48．　5　　　　　　　　48．13　　　　　　　　　1，23　　　　　　　through　cervix　　　　　　－

317　　　　．　　　　50，21　　　　　　　　　50．　5　　　　　　　　　．1．26　　　　　　　through　cervix　　　　　　　一

240　　　　　　　　　　71．25　　　　　　　　　71，10　　　　　　　　　　1．31　　　　　　　through　cetvix　　　　　　　十

271　　　　　　　　　71．57　　　　　　　　　71．29　　　　　　　　　　2．　8　　　　　　　through　cervix　　　　　　　－

324　　　　　　　　　　72．43　　　　　　　　　72，24　　　　　　　　　　1，43　　　　　　　　f．tube　and　uteri　　　　　　十

325　　．　　　　　　　73．34　　　　　　　　　73，58　　　　　　　　　　1、58　　　　　　　：f，tube　and　uteri　　　　　　－

363　　　　　　　　　　77．27　　　　　　　　　76，47　　　　　　　　　　1．59　　　　　　　through　cervix　　　　　　　一一

267　　　　　　　　　　　78，31　　　　　　　　　　78．　8　　　　　　　　　　　1，39　　　　　　　　　uteri　　　　　　　　　　　　　　　　→－

231　　　　　　　　　　　78，47　　　　　　　　　　78，13　　　　　　　　　　　1．54　　　　　　　　　uteri　　　　　　　　　　　　　　　　一

326　　　　　　　　　95．　4　　　　　　　　　97，47　　　　　　　　　1．51　　　　　　　through　cervix　　　　　　　－

246　　　　　　　　　　　96．　2　　　　　　　　　　96，24　　　　　　　　　　　1．28　　　　　　　　uteri　　　．　　　　　　　　　　　　－

265　　　　　　　　　　98．　0　　　　　　　　　97．33　　　　　　　　　　2，23　　　　　　　　through　cervix　　　　　　　－

337　　　　　　　　　　　98，　3　　　　　．　　　　98．29　　　　　　　　　　　1．24　　　　　　　　throug．h　cervix　　　　　　　　－

247　　　　　　　　　　　100，17　　　　　　　　　　99，46　　　　　　　　　　　1．38　　　　　　　　　ute．ri　　　　　　　　　　　　　　　　一ト

333　　　　　　　　　　100，52　　　　　　　　　101，19　　　　　　　　　　　2．　9　　　　　　　　uteri　　　　　　　　　　　　　　　　十

255　　　　　　　　　　　118，　3　　　　　　　　　　117，35　　　　　　　　　　　1，17　　　　　　　　　uteri　　　　　　　　　　　　　　　　十

321　　　　　　　　118，43　　　　　　　118．56　　　　　　　　　1．21　　　　　　　through　cervix　　　　　　十

260　　　　　　　　120，5　　　　　　　　119，46　　　　　　　　　1．25　　　　　　　through　cervix　　　　　　－

276　　　　　　　　　　　122，　2　　　　　　　　　　122，13　　　　　　　　　　　1，39　　　　　　　　　uteri　　　　　　　　　　　　　　　　→－

4．62　　　　　　　　　123．16　　　　　　　　123．19　　　　　　　　　　1．25　　　　　　　through　cervix　　　　　　　十

318　　　　　　　　　　123，45　　　　　　　　　124，　3　　　　　　　　　　　1．15　　　　　　　　uteri　　　　　　　　　　　　　　　　一

Remarks：Method　of　ova　transfer，　f，　tube　indicates　ones　transfered　into　fallopian　tube　througll　，

　　fimbria，　through　cervix　indicates　ones　transfered　into　uteri　through　cervix．　utefi　indicates

　　ones　injected　into　uteri　through　utrine　walL　f，　tube　and　uteri　indicates　ones　transfered

　　into　fallopian　tube　through　fimbria　and　into　uteri　through　uterine　wall．

蠕動運動の急激な増加を来し，受精卵を子宮外に排出　　　　Changl3は排卵処置後4日の移植実験においても

させて着床しなかったものと思われる。前報1）におい　　　Morulaが採卵後急速に変化すると報告した。本実験

て家兎における子宮頸管経由の受精卵移植は排卵処置　　　においてもそのような傾向がみられた。さらに人工卵

後4，5日とくに5日以後に行なうのが適当であると　　の子宮内残存が5日より4日が少なかった1）。これら

推定したが，上記の結果はそれを裏付けたも㊧と考え　　　の点から受精卵移植の操作によって変化を受けつつあ

る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ったMorulaが子宮運動によって子宮外に排出され，
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家兎の子宮頸管経由による受精卵の移植に関する研究　（皿）

Fig，3．　Fertilized　rabbit　ova．（1）Mono　cell　fertilized　ovum　recoverred　23　hrs．　afte1¶

　　　mating．　（2）2cell　ovum　recoverred　23　hrs．　after　mating．　（3）4cell　ovum

　　　recoverred　28　hrs．　after　mating，　（4）8－12　cell　ovum　recoverred　48　hrs．　after

　　　mating．　（5）Morula　ovum　recoverred　78　hrs．　after　Inating．　（6）Blastocyst

　　　recoverred　78　hrs．　after　mating．
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着床しなかったものと考えられ，受精卵は人工卵より　　　　　　　　　　　　文　　献

子宮内において子宮運動によって移動しやすいものと　　　1）登内徳一郎：家兎の子宮頸管経由による受精卵の

考える・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　移植に関する研究工，信州医誌，21：47－57，1973

　本実験の結果から，排卵処置後4日の子宮頸管経由　　　2）Chang，　M．　C．：Effects　of　heterologous　sera

移植は，この時期の受精卵が採卵後外界の影響を受け　　　　　on　fertilized　rabbit　ova，」．　Gen・Physiol・・

て変化しやすいことと，受精卵が子宮運動によって子　　　　　32：291－300・1949

宮外に排出されやすいことから不適当であること，お　　　3）登内徳一郎：家兎の排卵に関する研究，信大農紀

よび家兎における受精卵の子宮頸管経由移植は排卵処　　要t5・135－143・1968

搬5臓以後が脳である。とが確かめられたと思　4）B・yd，　J・　D・＆H・milt。n・W・　J・：Marshall’s
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を採取し，Donorと排ブ「を同期化したRecipientに　　　6）石島芳郎，伊藤雅夫，平林　忠，佐久間勇次：家

受精卵を颪接卵管あるいは子宮に移植した対照区と，　　　　　兎の過排卵誘起におけるEstrogen前処鷹の効

受精卵を子宮頸管経由で子宮tcpt植した試験区との比　　　　　果，家箭繁殖誌13：71－75・1967

較研究を行ない，次のごとき結果を得た。　　　　7）H・・per・M・J・K・，　B・nnett・J・P・’B・ursnell・

　1）受精卵が卵管から子富へ輸送される時間鳳交尾　　　　　J・C・＆Rows。n・LE・A・：An　auto「adiog「a一

鷹椿騨織雛罐鞍1よ灘蓬　灘籔蒔灘灘詣響
後の時間による受精卵の分割状態を明らかにした・　　　　　8）中村義老宮井哲郎：家兎卵管における放射性人

　2）受精卵の排卵数に対する採卵率は80・7％であ　　　　工卵の移動について，日不妊会誌，12　：167－170，

り，個体別の平均排卵数は9・・6±1・8，採卵数は7．7　　　　1967

士2・4であった。また未経産，経産および左右生殖器　　　　9）登内徳一一郎：家兎の子宮運動に関する研究∬，信

官の採卵率には差がなかった。　　　　　　　　　　　　　　大農紀要，5：115－122・1968

　3）受精卵の移植実験において，対照区では102個　　　10）Shah・M・K・：Reciprocal　egg　transplantations

の受精卵を16頭のReci。i，n・に移1直し9頭のRe－　t・・t・dy　the　embry・一一ut・rine「elati°nshiIl　in

、ipi，。，から27胸断をうる。と職凱た。　　　heati・Cluced　failu「e・f　p「eg”ancy　in「abb’ts，

・・試験区1・おU・・C・・…141・の受精卵を15頭のRe－－11）ぎ畿耀：lil欄1課。n、，。，，．f

・ipi・・tに移植して3頭のRecipi・・tから11頭の断　　 t，an，ferred，abbit。v。。，　b1。，t。cy，t・i。　rela一

をうることに成功した・　　　　　　　　　　　　　　　ゼion　to　the　ovulation　time　of　recipients，　J，

　5）受精卵移植時における排卵処理後の日数と産子　　　　　Exp．　Z。ol。，114：197－226，1950

数との関係は両区とも排卵処置後5日の移植が産子数　　　12）Hafez，　E．　S，　E．：Effect　of　progestational

が最も多か？た。対照区の移植では3日，2日，4　　　　　stage　of　the　endometrium　on　implantation・

日，1日の順に少ない産子数であり，試験区の移植で　　　　　J・Exp・Zool・・151：217－226・1962　　　　　、

は1～4日ではほとんど産子が得られなかった。すな　　　13）Chang，　M・C・：Fe「tilizability　of，「abbi．t　ova

わち，子宮鰭融灘は排卵鰭後，日以後力・適当　　and　the　effects°f　lempr「atu「e多”塑゜°n

であると考える。　　　　　　　　lheごubsequent　fe「tllizat’°n　and　act’vati°n
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　tn　vzvo，　J．　Exp，　ZQol．，121；351－3821952

　　終りに1徽閲を賜わ。た医学部岩井正二教　14）Chrng・M・C・＆）‘igll，en・W・G・B・：The

授濃学部兼松満造搬ならびに農学部吉田酬…　　ae「’al　t「ansP°「t°f　fe「t111zed　mammallan°va・

　教授に深謝する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　∫・｝lerd．，45：75－78，1954

（1973．2．6受稿）
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